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北指宿中学校
橋木　心さんの作品



　65歳以上または身体障害者手帳所有者
に対して、砂むし会館「砂楽」・ヘルシ
ーランド・レジャーセンターかいもんの
温泉施設使用料の助成　　　　 961万円

　危険空家等の解体撤去工事に係る費用
の一部を補助                       1,050万円

　65歳以上の１人暮らしや虚弱な高齢者
世帯等に対して、配食サービスによる安
否確認を行い、自立した在宅生活を支援

6,885万円

　次世代を担う新規就農者に対して、就
農後の定着と持続的な力強い農業を実現
するための資金交付　　　　 1,500万円

温泉入浴利用料金助成事業

危険空家等解体撤去工事補助金

高齢者訪問給食サービス事業

新規就農者育成総合対策事業

令和７年第１回定例会
【会期：２月20日～３月26日（35日間）】

審議された主なことがら
　

令
和
６
年
度
補
正
予
算
に
関
す
る
案
件
10
件
、
条
例
に
関

す
る
案
件
12
件
、
市
道
に
関
す
る
案
件
６
件
、
令
和
７
年
度

当
初
予
算
に
関
す
る
案
件
８
件
、
人
事
に
関
す
る
案
件
２

件
、
そ
の
他
１
件
の
計
39
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
審
議
さ
れ

た
主
な
こ
と
が
ら
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
お
よ
び
公
営
企
業
会
計

の
当
初
予
算
は
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員
会
に
お
い
て
審
査

さ
れ
、
い
ず
れ
も
本
会
議
で
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令和７年度各会計当初予算決まる
会計名 予算額 対前年度比

一般会計 285億1,500万円 6.3%

特

別

会

計

国民健康保険特別会計 66億　　72万円 △2.1%

後期高齢者医療特別会計 8億8,834万円 1.1%

介 護 保 険 特 別 会 計 59億9,781万円 △1.8%

唐船峡そうめん流し事業特別会計 2億9,342万円 12.8%

小　計 137億8,029万円 △1.5%

公
営
企
業
会
計

水 道 事 業 会 計 14億2,775万円 6.4%

公 共 下水道事業会計 13億1,552万円 3.6%

温 泉 供 給 事 業 会 計 5,293万円 56.2%

小　計 27億9,620万円 5.7%

合　計 450億9,149万円 3.7%
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委員会審査報告 総務水道委員会

道の駅いぶすき「彩花菜館」再整備事業　　　【事業費】1,017万円

備蓄用食糧費

みんなのまちづくり事業支援補助金　　　　　　 【事業費】50万円

温泉供給事業

漏水の調査

Park-PFI制度を活用して
再整備を行うということだ
が，設立時のPFI制度との
違いは何か。

ゼリー500食分を計上して
いるが、災害が発生した場
合に足りるのか。

どのような補助金なのか。

民間の配湯業者が廃業し、
市に配湯の申し込みがある
と思われるが、今の泉源で
足りるのか。

開聞地域は頻繁に漏水があ
り調査を行っているが、な
ぜ開聞地域だけ漏水が起こ
るのか。

Park-PFIは、平成29年に新しく始まった制度で、
商業施設、交流施設を整備するための建ぺい率が
最大12％となる。設立時のPFI制度では、建ぺい
率は最大２％であった。

備蓄食料は、賞味期限の関係で多く備蓄できない
ため、市内の量販店等と応援協定を結び、水や食
料等を支給してもらえるようにしている。

令和６年度に新設した補助金であり、公共施設等
の維持管理事業に対する補助金、自治会等と連携
する自治会等連携事業の補助金、クラウドファン
ディング事業の補助金の３種類がある。

湯量や水圧等の関係で、廃業した業者の全ての利
用者を受け入れることはできないが、配湯できる
場所であれば、相談に応じて対応している。

開聞地域はボラ土が多く、漏水した水が土の表面
に表れにくいことが要因の一つであると考えられ
る。令和７年度も開聞地域を調査したいと考えて
いる。 

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

令和７年６月２日発行3



委員会審査報告 文教厚生委員会

戸籍住民基本台帳管理費　　　　　　　　【事業費】4,937万円

要・準要保護児童生徒就学援助費　　　　【事業費】4,059万円

火葬場管理事業　　　　　　　　　　　　【事業費】3,965万円

高齢者訪問給食サービス事業

本市のマイナンバーカード保有
率は、何％になっているのか。

制度の周知はどのようにしてい
るのか。

新たに導入予定の火葬場予約シ
ステムというのは、どのような
ものなのか。

令和７年度は、前年度に比べて
約2,000万円を増額し予算を組
んでいるが、その要因は何か。

住民票や印鑑登録証明書などの
取得について、コンビニ交付サ
ービスの利用割合は、どうなっ
ているのか。

対象見込人数について、小学校
338人、中学校201人となって
いるが、全体の児童生徒は何人
なのか。

令和７年１月31日現在で80.9％、３万666人
が保有している。

入学説明会時や入学後に、児童生徒へチラシ
を配布し周知している。さらに市のホームペ
ージにも掲載している。

このシステムは、インターネットを通じて火
葬場を予約するもので、火葬場の空き状況の
確認や予約を24時間行うことが可能となり、
関係者の日程調整をスムーズに行うことがで
きる。また、聞き間違いや書き間違い等によ
るトラブルの防止も期待できる。

令和６年度までは、市内に子どもがいる場合
は対象外としていたが、市内に子どもがいて
も見守りができないケースもあるため、子ど
もと同居している場合を除いて対象とするこ
とで増額となった。

令和７年１月現在の実績として、住民票につ
いては、１万892件中1,860件で17.1％、印
鑑登録証明書については、7,148件中1,339件
で18.7％の方がコンビニ交付サービスを利用
している。

令和７年２月現在で、小学校1,706人、中学
校936人に対しての見込みである。

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答

答

答
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委員会審査報告 産業建設委員会

ヘルシーランド（温泉保養館、露天風呂）
山川砂むし保養施設の管理運営事業　【事業費】２億6,409万円

唐船峡運動公園駐車場整備事業　　　　　【事業費】1,199万円

泉源の替掘の結果、当初の見込
みを上回る蒸気・熱水の噴出が
確認されたため、配管等の変更
をするということだが、どのよ
うな内容か。

樹木伐採業務の事業費467万５千
円について、何本の樹木を伐採す
るのか。

配管等の変更は、たまて箱温泉
の貯湯タンクに送るためだけに
必要なものなのか。

運動公園を整備する目的と、そ
の事業内容はどのようなものか。

替掘前の湯量は１分間に115リットルほどで
あったが、替掘後は800リットルと大分多く
なっている。 湯量の増加に伴い、大きな配管
に変える必要がある。

調査の結果、樹木が大きくなりすぎて危険で
あるため、民間施設側の樹木を６本程度伐採
する。

たまて箱温泉の貯湯タンクの他に砂むし温泉
に送る分も想定している。

駐車場が不足しているため、現在、臨時駐車
場として使用している運動公園を正規の駐車
場として整備するものである。整備内容は、
大型バスに対応できるように道路拡幅の測量
設計を行うほか、駐車場から虹の橋までの通
路を緩やかな勾配にするものである。

問

問

問

問

答

答

答

答

唐船峡運動公園唐船峡運動公園

虹の橋付近の通路虹の橋付近の通路

令和７年６月２日発行5



　掲載内容は、主な質問と答弁の要旨であり、質
問者の文責によるものです。
　なお、詳しい内容は、次の方法でご覧いただけ
ます。
①会議録の閲覧（６月上旬からの予定）
　市議会事務局、山川・開聞庁舎、図書館、校区  
　公民館および市ホームページ

②会議の録画中継視聴

③写真下の二次元コードを、スマートフォン等の
　二次元コードリーダーで読み取ることで、
　一般質問の録画中継をご覧いただけます。

ここが聞きたい!!

指宿市　議会中継 検索

今回は、８人の議員が行いました。

動画視聴

動画視聴

新
しんぐうりょう

宮 領　實
みのる

 議員

前
ま え の そ の

之園正
まさかず

和 議員

問　

市
民
か
ら
の
相
談
事
に
対
し
、
一
つ
の
窓
口
で
、

全
て
が
解
決
で
き
る
「
す
ぐ
や
る
課
」
を
設
置
し
て

は
ど
う
か
。

答　

全
て
の
課
が
「
す
ぐ
や
る
課
」
で
あ
り
、
よ
り
良

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
い
く
。

問　

こ
れ
ま
で
指
摘
し
て
き
た
観
光
施
設
整
備
計
画
は
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答　

魚
見
岳
の
展
望
台
や
ト
イ
レ
、
フ
ェ
ン
ス
な
ど
の

一
部
は
整
備
を
行
っ
た
。
池
田
湖
遊
園
地
の
ト
イ
レ

や
周
辺
機
器
の
ほ
か
、
経
年
劣
化
が
進
ん
で
い
る
施

設
に
つ
い
て
も
順
次
対
応
し
て
い
く
。

問　

要
望
の
あ
る
未
整
備
の
私
道
、
里
道
に
道
路
整
備

評
価
基
準
は
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
劣
化
の

ひ
ど
い
市
道
魚
見
岳
線
は
整
備
し
な
い
の
か
。

答　

交
通
量
や
家
屋
の
密
集
度
、
路
面
状
況
な
ど
を
評

価
項
目
と
す
る
評
価
基
準
に
よ
り
優
先
順
位
を
付
け

て
運
用
し
て
い
る
。
市
道
魚
見
岳
線
は
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗
装
工
事
を
行
い
、
随
時
対
応
し
て
い
く
。

問　

障
害
者
の
ほ
か
、
日
常
生
活
を
送
る
上
で
困
っ
て

い
る
人
の
実
態
を
把
握
し
て
い
る
か
。

答　

本
年
１
月
１
日
現
在
の
障
害
者
手
帳
所
有
者
は
、

３
２
８
４
人
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
日
常
生
活
に

不
自
由
を
感
じ
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
が
、
実
態
の
把
握
は
で
き
て
い
な
い
。

問　

任
意
の
障
害
者
団
体
を
把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

組
織
づ
く
り
の
支
援
は
で
き
な
い
か
。

答　

任
意
団
体
の
全
体
像
は
把
握
し
て
い
な
い
。
団
体

の
組
織
づ
く
り
等
に
関
し
て
は
、
助
言
な
ど
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

保
険
証
の
廃
止
で
事
務
が
煩
雑
化
し
て
い
な
い
か
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
持
た
な
い
市
民
が
不
利
益

を
受
け
る
こ
と
は
な
い
か
。

答　

マ
イ
ナ
保
険
証
等
が
な
く
て
も
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
。

市
長
の
政
策
に
つ
い
て

日
常
生
活
に
不
自
由
や
不
都
合
を
感
じ
て
い

る
人
の
実
態
把
握
と
対
応
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
保
険
証
問
題
に
つ
い
て
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動画視聴

動画視聴

下
しもかわとこ

川床　 泉
いずみ

 議員

東
ひがし

　伸
のぶゆき

行 議員

問　

令
和
６
年
度
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
何
人
か
。

答　

令
和
7
年
１
月
末
現
在
で
１
１
８
人
で
あ
る
。
不

登
校
調
査
に
お
け
る
不
登
校
の
要
因
や
背
景
の
区
分

が
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
増
加
し
て
い
る
。

問　

学
び
の
多
様
化
学
校
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　

不
登
校
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
て
特
別
な
教
育
課

程
を
編
成
し
、
教
育
を
実
施
す
る
学
校
で
あ
る
。

　
　

文
部
科
学
省
の
報
告
に
よ
る
と
、
同
校
に
お
け
る

教
育
活
動
の
成
果
と
し
て
、
自
然
や
地
域
の
方
々
と

の
触
れ
合
い
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

が
高
ま
り
社
会
性
の
育
成
に
つ
な
が
り
、
自
分
の
ペ

ー
ス
で
登
校
し
、
生
活
リ
ズ
ム
を
振
り
返
る
こ
と
で

生
活
習
慣
の
改
善
に
至
っ
た
事
例
な
ど
が
あ
る
。
ま

た
、
保
護
者
同
士
で
不
安
や
悩
み
を
共
有
す
る
こ
と

で
、
精
神
的
な
安
定
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

問　

学
び
の
多
様
化
学
校
を
設
立
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答　

学
び
の
多
様
化
学
校
の
設
置
に
つ
い
て
は
否
定
す

る
こ
と
な
く
、
国
の
動
向
を
見
守
り
た
い
。

問　

市
史
の
完
成
目
標
は
い
つ
か
。

答　

資
料
編
の
１
を
市
政
20
周
年
の
令
和
８
年
度
に
、

資
料
編
の
２
と
３
を
令
和
９
年
度
に
、
通
史
編
の
１

か
ら
３
を
令
和
10
年
度
に
刊
行
す
る
計
画
で
あ
る
。

問　

電
子
版
を
作
成
す
る
計
画
は
あ
る
の
か
。

答　

電
子
版
を
作
成
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
公

開
を
検
討
し
て
い
る
。

問　

令
和
５
年
度
お
よ
び
６
年
度
に
取
り
組
ん
だ
市
民

会
館
の
自
主
文
化
事
業
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

答　

音
楽
や
演
劇
な
ど
の
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
提
供

し
、
芸
術
、
文
化
の
向
上
を
図
る

　

こ
と
を
目
的
に
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　

に
よ
る
演
奏
会
、
演
劇
公
演
、
歌

　

手
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
、
フ
ァ
ミ

　

リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
、
落
語
家
に
よ

　

る
寄
席
を
開
催
し
た
。

問　

稼
げ
る
町
に
つ
い
て
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
、

水
産
業
、
観
光
業
に
お
け
る
今
後
の
取
組
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

そ
れ
ぞ
れ
の
業
種
に
お
い
て
人
手
不
足
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
前
提
に
、
人
を
少
し
で
も
増
や
し
て
い

く
、
育
て
て
い
く
、
そ
し
て
地
域
内
の
経
済
循
環
を

盛
ん
に
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

山
川
港み

な
と整

備
促
進
協
議
会
に
対
す
る
市
の
関
与
に

つ
い
て
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
初
寄
港
を
踏
ま
え
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

市
の
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
他
団
体
と
同
様
に
５

万
円
を
交
付
す
る
よ
う
に
予
算
計
上
し
た
。
今
後
の

山
川
港
に
お
け
る
、
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
に
つ
い
て

は
、
他
の
関
係
団
体
と
一
緒
に
な
っ
て
議
論
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

教
育
問
題
に
つ
い
て

指
宿
市
史
編
さ
ん
に
つ
い
て

文
化
の
か
お
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

市
政
運
営
に
つ
い
て

山
川
港
活
性
化
の
本
気
度
に
つ
い
て

動画視聴

吉
よしむら

村　重
しげのり

則 議員

昭和59年に行われた青年祭昭和59年に行われた青年祭
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動画視聴

動画視聴

動画視聴

松
まつした

下　知
と も え

惠 議員

恒
つねよし

吉　太
だ い ご

吾 議員

高
た か だ

田チ
ち よ

ヨ子
こ

 議員

問　

事
務
事
業
評
価
の
内
容
や
結
果
を
市
民
に
公
表
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

市
の
予
算
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
そ
の
財
源
は

ど
の
よ
う
に
捻ね

ん
し
ゅ
つ出さ

れ
て
い
る
の
か
を
市
民
に
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
今
後
、
財
政
に
関
す
る
情
報
発
信
の
充
実
に

努
め
て
い
く
。

問　

毎
年
予
算
の
無
駄
を
何
％
削
減
す
る
と
宣
言
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

答　

事
務
事
業
評
価
は
、
節
約
・
節
減
が
目
的
で
は
な

く
、
新
た
な
事
業
、
拡
充
す
べ
き
事
業
の
財
源
に
充

て
る
と
い
う
目
標
を
持
っ
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

全
て
の
事
務
事
業
を
正
し
く
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ

り
、
ま
ず
は
「
入
り
を
量
り
て
出
ず
る
を
制
す
」
こ

と
、
つ
ま
り
、
収
入
の
範
囲
内
で
支
出
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
当
面
の
最
大
の
目

標
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
安
全
保
障
問
題

○
自
転
車
の
交
通
安
全
に
つ
い
て　

問　

２
０
２
７
年
問
題
に
対
し
、
公
共
施
設
照
明
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
へ
の
移
行
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

具
体
的
な
移
行
計
画
は
策
定
し
て
い
な
い
。
各
施

設
の
改
修
や
照
明
の
取
り
換
え
・
修
繕
に
合
わ
せ
て
、

順
次
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　

市
が
設
置
し
て
い
る
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
率
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

令
和
７
年
１
月
末
現
在
で
45
％
と
な
っ
て
い
る
。

問　

残
り
の
防
犯
灯
を
全
て
水
銀
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

に
交
換
し
た
場
合
の
費
用
は
幾
ら
に
な
る
か
。

答　

約
３
８
０
０
万
円
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
に
つ

い
て

※
２
０
２
７
年
問
題
と
は
…

　

「
水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約
」
に
基
づ
く
規
制
で
、

２
０
２
７
年
末
ま
で
に
水
銀
添
加
製
品
で
あ
る
蛍
光

灯
の
製
造
お
よ
び
輸
出
入
が
禁
止
さ
れ
る
。

問　

令
和
７
年
度
か
ら
定
期
接
種
に
な
り
、
接
種
費
用

は
市
が
２
分
の
１
程
度
を
助
成
す
る
こ
と
と
な
る
が
、

対
象
者
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

対
象
者
は
、
年
度
内
に
65
歳
を
迎
え
る
人
、
60
歳

　

以
上
65
歳
未
満
で
免
疫
機
能
に
障
害
が
あ
り
、
日
常

生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
人
、
加
え
て
、
令
和
７

年
度
か
ら
令
和
11
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
お
い
て
、

各
年
度
内
に
70
歳
か
ら
５
歳
刻
み
で
１
０
０
歳
ま
で

の
誕
生
日
を
迎
え
る
人
、
１
０
０
歳
以
上
の
人
も
対

象
に
な
る
。

問　

産
後
ケ
ア
事
業
利
用
者
の
自
己
負
担
額
を
減
ら
す

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。
ま
た
、
ワ
ン
オ
ペ
育
児
へ

の
支
援
を
行
え
な
い
か
。

答　

国
や
県
の
制
度
を
活
用
し
、
利
用
者
負
担
の
軽
減

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
７
年
度

か
ら
こ
ど
も
課
を
新
設
し
、
ワ
ン
オ
ペ
育
児
だ
け
で

な
く
、
出
産
か
ら
子
育
て
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援

に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

事
務
事
業
評
価
に
つ
い
て

公
共
施
設
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

帯
状
疱ほ

う
し
ん疹

の
予
防
接
種
に
つ
い
て

産
前
産
後
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
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議会活性化等調査特別委員会 中間報告

指宿市議会に関する市民アンケート調査の主な内容

　本市議会では、地方議会を取り巻く環境の変化に対応するため、令和６年９月に「議
会活性化等調査特別委員会」を設置し、「指宿市議会に関する市民アンケート調査」や他
市の状況調査などの情報収集を行い、さまざまな観点から議論を行ってまいりました。
　その結果、行財政運営のチェック機関としての役割を十分に果たし、市民に開かれた
議会活動を推進していくため、議会運営等の改革による議会の活性化に加えて、多様な
人材が活躍できる環境作りが必要との観点から、議員定数および議員報酬の見直しも必
要であるとの結論に至りました。
　今回、市民の皆様の率直なご意見・ご要望を把握し、議会活性化の資料とするために行っ
た、「指宿市議会に関する市民アンケート調査」結果の主な内容を報告いたします。

　住民基本台帳から無作為に抽出した18歳以上の市民2,000人に対し、郵送にてアン
ケート調査を実施し、368人から回答をいただきました。

アンケート結果の詳細につきましては、
右の二次元コードからご覧いただけます。

〇調査方法

⑴ 市議会に対する意見等

① あなたの意見や市民の声が市議会に反映されていると思いますか？
選択項目

※ 無回答の26人を除く

思う
思わない

回答数
36
101
205

10%
27%
56%

構成比

分からない

② 現在の市議会をどのように評価しますか？
選択項目

※ 無回答の32人を除く

評価する
評価しない

回答数
37
65
234

10%
18%
63%

構成比

分からない

令和７年６月２日発行9



　市議会に対する厳しいご意見が多い反面、政治や議会に関する市民の感心の
低さを示す結果となりました。

「ぜひやってみたい」「条件が整えばやってみたい」と回答した29人の内訳
　性別 「男性」18人、「女性」10人、「回答したくない」１人
　年代 「20歳代」２人、「30歳代」５人、「40歳代」10人
　　　 「50歳代」３人、「60歳代」３人、「70歳代」６人

【まとめ】

⑵ 議員に関する意見等

③ 議員のなり手不足が社会問題となっています。その理由は何だと思いますか？
　（複数回答可）

選択項目

※ 無回答の29人を除く

ぜひやってみたい
条件が整えばやってみたい

回答数
7
22
310

２%
６%
84%

構成比

思わない

① あなたは、市民のために議員として働いてみたいと思いますか？

② 若者や女性が積極的に議員に立候補しやすい環境作りとして必要だと思うも
 　のを教えてください。（複数回答可）

市民の政治への無関心
議員活動に魅力がない
議員活動が見えない

議員活動と家庭の両立が難しい
議員活動と仕事の両立が難しい

地域や地縁、親族などのしがらみ
議員報酬が低い

選挙（立候補）への不安
厚生年金の未整備など将来への不安

その他

186
111

197
81

82
43
45

28
20

0 50 100 150 200 250

87

その他

専業できる程度の議員報酬

育児・介護休暇の充実

職場の理解

家族の理解 201

164

146

111

28

0 50 100 150 200 250
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　議員として働いてみたいと思いますかの問いに対して、「ぜひやってみたい」、
「条件が整えばやってみたい」と回答した方が、少数ではありますが一定数い
ることから、その方々を含めた市民が議員を志して立候補しやすいように、制
度上の環境作りにも取り組む必要があると考えます。
　また、議員に求めるものとして、市民や地域とのつながりを求める方が多い
ことから、議員への期待が高いとの見方もできます。

【まとめ】

　議員定数は現行の18人と同じ人数または現行よりも少ない人数とするべきで
あると考えている方が多いことになります。

【まとめ】

③ あなたが、市議会議員に求めるものは何ですか？（複数回答可）

　平成18年の市町合併により新指宿市が発足した当時の議員定数は26人でしたが、
現在の議員定数は18人です。妥当だと思う議員定数は何人だと思いますか？

その他

市民の代表者としての倫理観

議員の活動報告
市民の意見を聴くための会合の実施

地域が抱える課題の解決
市民と行政の架け橋としての役割

政策立案能力 110

194

239

118

113

122

4

0 50 100 150 200 250 300

選択項目

※ 無回答の46人を除く

20人
19人

回答数
26
1

129

７%
１%
35%

17 ５%
105 29%
44 12%

構成比

18人

16人
その他

17人

⑶ 議員定数に関する意見等
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⑷ 議員報酬に関する意見等

① 指宿市議会議員の報酬は月額28万６千円です。報酬についてどう思いますか？

② もし、あなたが議員になろうとしたら、議員報酬はいくらが良いと考えますか？
　（議員報酬以外の収入は無いものとして考えてください。）

選択項目
35万円以上
34～35万円未満
33～34万円未満
32～33万円未満
31～32万円未満
30～31万円未満
29～30万円未満
28～29万円未満
27～28万円未満
26～27万円未満
25～26万円未満
25万円未満

回答数
35
28
14

10%
８%
４%

19 ５%
12 ３%
60 16%
33 ９%
39 11%
12 ３%
2 １%
37 10%
30 ８%

構成比

選択項目

　 無回答の22人を除く

多い
妥当である

回答数
62
96
101

17%
26%
27%

構成比

少ない
※ 分からない87人

※ 無回答の47人を除く

③ 若者や女性が議員に立候補したいと思う報酬はいくらが良いと考えますか？
　（議員報酬以外の収入は無いものと考えてください。）

選択項目
35万円以上
34～35万円未満
33～34万円未満
32～33万円未満
31～32万円未満
30～31万円未満
29～30万円未満
28～29万円未満
27～28万円未満
26～27万円未満
25～26万円未満
25万円未満

回答数
33
34
15

９%
９%
４%

20 ５%
14 ４%
56 15%
36 10%
25 ７%
13 ３%
2 １%
28 ８%
17 ５%

構成比

※ 無回答の75人を除く
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　現行の議員報酬は「妥当である」または「少ない」と感じている方が多く、
回答者自身が議員になった場合の報酬や、女性や若者が議員になった場合の報
酬は、現行の報酬額よりも引き上げるべきであると考えている方が多いとの見
方ができます。

　今後、議会の活性化を図るためには、一般質問など議会内における発言の活発化と
いった議会運営等の改革が必要であるという意見とともに、市民の声の収集や議会中継
の充実などを求める声も多く、議会と市民のつながりも大切であると感じました。ま
た、議会運営等の改革だけでなく議員定数および議員報酬に関する議論も必要であると
感じました。
　将来、市民のために議員として働きたいという方々が、議員を志して立候補しやすい
ような環境作りが必要であると考えます。

【まとめ】

⑸ アンケート調査の分析結果

④ 議会の活性化のためには何が必要と思いますか？（複数回答可）

その他 16

市民の声の収集や議会中継などの充実 211

通年議会の開催 32

一般質問など議会内発信の活発化 160

委員会構成など議会内組織の検討 66

議員定数・報酬などの検討 97

0 50 100 150 200 250

南指宿中学校
林 紗綾さんの作品

南指宿中学校
和田 理那瀬さんの作品

　中学生の皆さんにご協
力いただきました作品を
紹介しています。

作品紹介
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交付額
政 務 活 動 費 の 対 象 経 費 交　付 

確定額
残　額 

（返還額）調　査 
研究費 研修費 広報費 広聴費 要請･陳情 

活 動 費 会議費 資　料 
作成費

資　料 
購入費 人件費 事務所

費 合　計

松下　知惠 120,000 80,157 32,000 112,157 112,157 7,843

山本　敏勝 120,000 80,157 27,131 107,288 107,288 12,712

前原　五男 120,000 136,500 136,500 120,000 0

東　　勝義 120,000 95,659 95,659 95,659 24,341

西田　義哲 120,000 80,157 80,157 80,157 39,843

新宮領　實 0 ※政務活動費の交付申請をしていないため，交付額は０円となっています。

恒吉　太吾 120,000 51,452 64,350 4,900 120,702 120,000 0 

田中　健一 120,000 80,157 15,330 95,487 95,487 24,513

吉村　重則 120,000 8,400 8,400 8,400 111,600

東　　伸行 120,000 122,200 122,200 120,000 0

西森　三義 120,000 1,000 43,692 44,692 44,692 75,308

井元　伸明 120,000 0 0 120,000

新川床金春 120,000 143,170 20,910 3,520 167,600 120,000 0 

福永　德郎 120,000 80,157 36,000 4,200 120,357 120,000 0

高田チヨ子 120,000 440 41,400 41,840 41,840 78,160 

前之園正和 120,000 0 0 120,000

下川床　泉 120,000 74,120 6,385 80,505 80,505 39,495

計 1,920,000 595,407 138,470 36,000 0 0 0 415,094 148,573 0 0 1,333,544 1,266,185 653,815

構成比率（％） 44.6 10.4 2.7 0.0 0.0 0.0 31.1 11.1 0.0 0.0 100.0 （交付率）65.9

公開政務活動費
令和６年度

※政務活動費の残額は、市に返還されます。

　地方自治法の規定に基づき定められた、指宿市議会政務活動費の交付に関する条例の規定により、
議員の調査研究、その他の活動に資するため必要な経費の一部として、議員に対して月額１万円を交
付しています。

　市ホームページでも公開しています。報告書や領収書等については、議会事務局で閲覧することができます。

政務活動費

（単位：円）

政務活動費としての経費
項　　目 内　　　　　　容

調 査 研 究 費 市の事務、地方行財政等に関する調査研究および調査委託に関する経費
研　 修　 費 研修会を開催するために必要な経費、団体等が開催する研修会の参加に要する経費
広　 報　 費 活動、市政について住民に報告するために要する経費
広　 聴　 費 住民からの市政および議員の活動に対する要望、意見の聴取、住民相談等の活動に要する経費
要 請・ 陳 情
活 動 費 要請、陳情活動を行うために必要な経費
会　 議　 費 各種会議、団体等が開催する意見交換会等各種会議への議員の参加に要する経費
資 料 作 成 費 活動に必要な資料の作成に要する経費
資 料 購 入 費 活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費
人　 件　 費 活動を補助する職員を雇用する経費
事 務 所 費 活動に必要な事務所の設置、管理に要する経費

氏名

項目
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議　案　名 議決結果

令和６年度指宿市一般会計補正予算（第15号）について 原案可決

令和６年度指宿市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について 原案可決

令和６年度指宿市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について 原案可決

令和６年度指宿市介護保険特別会計補正予算（第３号）について 原案可決

令和６年度指宿市唐船峡そうめん流し事業特別会計補正予算（第２号）について 原案可決

令和６年度指宿市水道事業会計補正予算（第３号）について 原案可決

令和６年度指宿市公共下水道事業会計補正予算（第５号）について 原案可決

令和６年度指宿市温泉供給事業会計補正予算（第２号）について 原案可決

指宿市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について 原案可決

指宿市国民健康保険税条例の一部改正について 原案可決

指宿市半島振興対策実施地域における固定資産税の不均一課税に関する条例の廃止について 原案可決

指宿市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 原案可決

指宿市保健センター条例の一部改正について 原案可決

指宿市今村光雄奨学資金条例の一部改正について 原案可決

指宿市考古博物館時遊館ＣＯＣＣＯ橋牟礼条例の一部改正について 原案可決

市道の廃止及び認定について（４件） 原案可決

市道の認定について（２件） 原案可決

令和６年度指宿市一般会計補正予算（第16号）について 原案可決

令和７年度指宿市国民健康保険特別会計予算について 原案可決

令和７年度指宿市介護保険特別会計予算について 原案可決

令和７年度指宿市唐船峡そうめん流し事業特別会計予算について 原案可決

令和７年度指宿市水道事業会計予算について 原案可決

令和７年度指宿市公共下水道事業会計予算について 原案可決

令和７年度指宿市温泉供給事業会計予算について 原案可決

人権擁護委員候補者の推薦について（２件） 同　　意

指宿市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び指宿市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 原案可決

令和６年度指宿市一般会計補正予算（第17号）について 原案可決

指宿市議会会議規則の一部改正について 原案可決

指宿市議会委員会条例の一部改正について 原案可決

指宿市議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正について 原案可決

　　

令和７年第１回定例会で審議された議案等一覧
全員一致の案件

北指宿中学校
餅原 みおさんの作品

北指宿中学校
川邉 優來さんの作品

西指宿中学校
東 大翔さんの作品
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令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
、

令
和
７
年
度
予
算
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な

議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様

に
本
年
も
議
会
だ
よ
り
を
見
て
い
た
だ

き
、
議
案
審
議
や
委
員
会
審
査
な
ど
議

会
で
行
わ
れ
た
協
議
内
容
を
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
号
に
は
、
昨
年
設
置
し
ま
し
た
議

会
活
性
化
等
調
査
特
別
委
員
会
の
中
間

報
告
も
掲
載
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
議
員
が
、
市
民
の
負
託
に
応

え
る
仕
事
を
し
て
い
く
た
め
に
、
今
後

も
し
っ
か
り
と
議
論
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
に
引
続
き
市
内
の
中
学

生
に
描
い
て
い
た
だ
い
た
作
品
を
掲
載

し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

広
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　

副
委
員
長　

山
本　

敏
勝

編
集
後
記

＊傍聴においでください＊
令和７年第２回定例会（６月議会）が

下記のとおり予定されています。
招 集 ・ 議 案 上 程 ６月５日（木）
総 務 水 道 委 員 会 ６月10日（火）
文 教 厚 生 委 員 会 ６月11日（水）
産 業 建 設 委 員 会 ６月12日（木）
一 　 般 　 質 　 問 ６月25日（水）・26日（木）・27日（金）
委員長報告・表決 ７月３日（木）

※各会議は、指宿庁舎３階にて午前10時から開催されます。
（本会議は議場、委員会は議員控室）

※日程などは変更されることがありますので、傍聴の際に
　はあらかじめ市議会事務局までお問い合わせください。

TEL0993(22)2111（内線2511・2512）
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前
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園
正
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西
森

三
義

議決結果

令和７年度指宿市一般会計予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 〇 ー 原案可決

令和７年度指宿市後期高齢者医療特別会計予算について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 〇 ー 原案可決

指宿市職員の給与に関する条例等の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 〇 〇 〇 〇 〇 ◆ 〇 ー 原案可決

指宿市特別職の職員の給与に関する条例の一部改正に
ついて ◆ 〇 ◆ 〇 〇 ◆ ◆ 〇 〇 〇 〇 ◆ 〇 ◆ 〇 〇 ー 原案可決

　　

議  案  名

氏 　 名

賛否が分かれた案件
※賛成「○」、反対「◆」、欠席「欠」、棄権「棄」で記載しています。

※西森議員は議長職のため、特別多数議決以外の議案については本会議での表決（賛成・反対の意思表示）権はありません。

南指宿中学校
白濵 漣さんの作品

南指宿中学校
管野 仁希さんの作品
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